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建築材料の現状と今後について

岡本　肇 *

巻 頭 記 事

１．はじめに
　建設業界はつい最近まで、公共投資の削減と、リー
マンショック後の景気低迷の民間需要の落ち込みによ
る市場縮小により、将来展望の見えない状況にあった。
しかし、東日本大震災からの復興需要や、その地震被
害を受けて重要性が再認識された国土強靭化政策推進
に加え、東京オリンピック・パラリンピックという数
年後の明確な目標に関係した各種施設やインフラ整備
が着手段階となり、ようやく景気の底を脱して上向き
始めたところである（図１）。
　そこで、パウダーコーティングの業界から建築業界
に、粉体塗料の市場を作っていく際に参考にできるか
と考え、建築の設計、施工を生業とする弊社からみた、
建設業界の技術開発動向と建設材料の現状と今後につ
いて述べてみた。

２．建築物の構成と使用材料、工事について
　建築物の構造形式には、RC造（鉄筋コンクリート造）
と S 造（鉄骨造）、木造、組積造等がある。弊社が建
築業務の対象とするビル建築等、ある一定規模以上の
建物では、RC 造、S 造、及び、鉄筋だけでなく鉄骨
もコンクリート内部に組み込まれている SRC 造（鉄
骨鉄筋コンクリート造）が主であり、S 造の柱に鋼管
を用い、鋼管内部にコンクリートを打ち込む CFT 造

（Concrete Filled Steel Tube）もある。
　これらの構造体に使用されている材料は、コンク
リートと鉄であり、近代以降、ほとんど主要な中身は
変わっておらず、これらの材料に代わる新しい構造材
料や構造形式は未だ実現されていない。一方、建築物

にはこれら構造体に使用される構造材料の他に、内外
装の仕上げや防水・断熱のように直接の仕上げではな
いが、建物に必要な機能を付与する材料によって構成
されており、それらの材料の中には、規制により使え
なくなったり、他の業界で用いられるようになった技
術開発を取り入れることで、仕様を大きく変えてきた
ものもある（表１）。
　建築を施工するに当たり、このような使用材料面か
ら見た分類の他に、国土交通省の建築工事標準仕様書
には、一般共通事項の他、建築の工事を 22 種類の工
事に分類している。このうち、仮設や外構工事等、建
築そのものに関係しない６工事を除いた 16 工事のう
ち、構造材料に関係している工事は鉄筋、コンクリー
ト、鉄骨の３工事、その他の材料に関係している工事
は防水、タイル、塗装、内装等 13 工事となっている

（表２）。この状況からも様々な工種、材料が関わって、
建築物ができているのがわかると思う。
　これらの工事が建築費用に対してどの程度の工費を
占めるかというと、一般的な鉄筋コンクリート造の集
合住宅を例に、各工事の費用の割合を見てみると、建
築本体工事が 65％で、その中では、躯体工事 41％、
仕上げ工事などが 36％となっている（図２）。
　このような新築工事の他に、建物をメンテナンスし
ながら長く使っていくための、補修改修工事がある。
1980 年代より、従来のスクラップアンドビルドに対
する環境問題への対応という社会的要請もあり、ゼネ
コンからの補修改修工事市場の開拓が始まり、徐々に
工事量を増やし続けた。耐震性に関しての法改正で、
既存不適格建物の耐震改修の増加や、東日本大震災で
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図１　建築着工床面積推移（国土交通省　建築着工統計より）（（一社）日本建設業連合会　建設業ハンドブック 2015）
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表１　建築材料の種類

大分類 中分類 小分類
構造 コンクリート系 コンクリート・ブロック

金属系 鋼
木質系 天然木・集成材

仕上げ 有機系 塗装系 塗料・仕上塗材
瀝青系 アスファルト防水
シート・塗膜 シート防水・塗膜防水・塗床・張床
目地材 シーリング材、ガスケット
織物 カーペット・膜材
プラスチック成形 ポリカーボネート板・アクリル板
発泡 断熱材

無機系 セメント系 モルタル等左官材・セメント成型板耐火被覆
窯業系 タイル・窯業建材・瓦・れんが
ガラス類 ガラス・ガラスブロック
ボード類 石膏ボード・珪酸カルシウム板
天然石

金属系 パネル類
屋根材 折板・金属葺き屋根材

木質系 ボード類・フローリング・造作
その他 畳

表２　建築工事の種類

章 工事名 関連
１ 一般共通事項
２ 仮設工事
３ 土工事
４ 地業工事
５ 鉄筋工事 ○
６ コンクリート工事 ○
７ 鉄骨工事 ○
８ コンクリートブロック・ALC パネル・押出

成形セメント板工事
●

９ 防水工事 ●
10 石工事 ●
11 タイル工事 ●
12 木工事 ●
13 屋根及びとい工事 ●
14 金属工事 ●
15 左官工事 ●
16 建具工事 ●
17 カーテンウォール工事 ●
18 塗装工事 ●
19 内装工事 ●
20 ユニット及びその他工事 ●
21 排水工事
22 舗装工事
23 植栽及び屋上緑化工事
○：構造材料関連　●：仕上げ材料等関連

図２　建物を建築する際の工事費用の内訳例

クローズアップされた省エネ、節電等の新たな改修目
的も加わり、改修工事は建設業の景気低迷期の業務を
支えてきており、ここ数年は新設工事の 1/3 程度の割
合となっている（図３）。現在、設計事務所やゼネコ
ンでは、新築して建物を引き渡した段階で顧客との関
係が終わるわけではなく、その後のアフターケアも次
の改修工事を受注するための重要な業務として位置づ
けられている。

３．建設業界の技術開発
　建築の研究分野は、①建物や都市の計画、意匠設計
に関するもの、②建物の設備や建物の周辺街区の環境
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に関するもの、③地盤も含めた構造に関するもの、④
材料と施工、生産に関するもの、⑤防火その他に関す
るもの、に分類される。デザイナーが関係する意匠設
計・計画の研究分野は、学術研究が主体であるが、そ
れ以外では、ハード、ソフト両面での研究アプローチ
とともに技術開発がある。省エネ、地球温暖化対策、
資源循環、長寿命化というキーワードで語られる②の
環境に関する技術開発は、建築分野が関わるべき重要
なテーマとして継続されており、ZEB（Zero Energy 
Building）、スマートコミュニティという言葉も多く
聞かれることとなっている。さらに、③の構造に関す
るものは、日本の建設構造物として当然具備しなけれ
ばならない機能としての認識が高まった地震対策があ
り、免震、制震、耐震改修等の従来の構造安全性に関
する研究に加えて、津波対策や長周期地震動対策等の
ハード技術、事業継続性確保、緊急地震速報等のソフ
ト技術の整備も加わり、建築研究の開発課題の柱を構
成している。
　一方、④の材料施工、生産の分野では、景気が上向
きとなり、工事発注が増加傾向にある中では、資材や
工費の高騰への対応、工費削減の要望などから、コス
トダウンや省人化への対応は、喫緊の問題として挙
げられ、技術開発の主要なテーマとなっている。さ
らに、手戻りをなくし、品質の確保、購買発注を先
行させることによる実質工期削減を目的とした BIM

（Building Information Management）の活用展開、今
後も減少し続けると予想される建設作業員対策として
のロボット化等、建設業の将来の形態を見据えた研究
も始められている。また、業務が多忙になることによ
る品質問題の発生を抑えるために、検査システムの確
立や、短工期施工に適合したプレファブ化の推進、接
合技術開発などが重要視されている。

４．建築材料開発の動向
　4.1　構造材料
　構造体に使用される材料は、新しい材料が開発され
ても、設計者や施工者の採用判断だけで実適用できる
わけではなく、建築基準法に従った認定の手続きを踏

まなければならない。従って、従来使用されていない、
全く新しい材料を構造体に適用するには、構造や耐火、
耐久性などに関するデータを取得し、学術関係者や行
政からの承認を得る必要があり、それなりの時間を要
する。
　以下に、構造材料についての開発動向を示すが、自
動車や航空機等、他の産業界に比べて、材料面から革
新的な変化が起きているという状況ではない。

（1）コンクリート
　構造体に使用されるコンクリートは、セメントと
細骨材、粗骨材、水を練り混ぜて、硬化させて作り
上げる古典的な建設材料である。鉄筋と組み合わせに
よる複合体の鉄筋コンクリート造は、鉄とコンクリー
トの熱膨張係数が同じであるために温度変化に対する
挙動が同じになり相性がよく、圧縮に強いコンクリー
トと引張に強い鉄筋が、各々の弱点を補完しあうこと
によって、様々な形態を構成できることになる。コン
クリート自体に関連する技術開発は、古くはポンプ圧
送の技術開発により、バケットによる打設しか施工方
法のなかったコンクリート工事の効率が飛躍的に改善
したことや、工場でのプレキャスト化により安定した
品質のコンクリート系部材供給が一般化したこと等が
あった。さらにここ 30 年余りの間には、圧縮強度の
向上が著しく進み、1970 年代の７倍以上の圧縮強度
をもつコンクリートが、鉄筋コンクリート部材や鋼管
コンクリート構造部材に適用され、超高層建築等の耐
震性向上に貢献している（図４）。これらの技術開発
には、材料構成に化学混和剤の技術も適用されており、
その他の無機混和材や繊維などとの調合と養生技術も
併せて、具現化したものである。
　コンクリートに使用する化学混和剤は、コンクリー
トの高強度化に関係するもの以外にも、混練時の材料
の分離を防いで混ざりやすくし、水量を低減すること
により乾燥収縮を低減したり、微細な空気を連行して
凍害を防ぐ機能を付与したりして、少量の添加で様々
な物性の向上に寄与している。特に、乾燥収縮低減効
果に関しては、混和剤の開発によるところが大きく、
コンクリートの宿命と言える硬化後の乾燥によりひび

図３　維持修繕工事の推移（国土交通省　建設着工統計より）（（一社）日本建設業連合会　建設業ハンドブック 2015）
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割れが入ることをほぼ克服できる技術が実現されてい
る。
　また、コンクリート材料の環境対応技術開発として
は、解体コンクリートから骨材を取り出して再利用す
るリサイクル技術等があったが、最近では、主要なセ
メントである普通ポルトランドセメント製造時に大量
に発生する CO2 を低減するために、セメント量を減
らして、代わりに鉄鋼製造時の副産物である高炉スラ
グを大量に投入し、その他の成分や混和剤で性能を調
整した「環境対応型セメント」、さらにこれを利用し
た環境対応型コンクリートが実用化されており、今後
の展開の拡がりが期待されている（図５）。

（2）鉄鋼材料
　鉄鋼材料の新技術は、鉄鋼メーカーでの製造技術の
高度化を基盤として、ユーザーとしては自動車業界等
への適用が先行してきたが、超高層ビルやタワー構造
物、大スパン構造物等のエポックメーキング的な建築
構造物への適用検討が推進力となり、材料開発の具現
化に至っている。高耐力化、厚肉化、溶接性、耐火性、
耐腐食性向上等の物性、機能向上の他、低降伏点鋼を
用いた制震部材等、構造体の補助となる部材への適用
も行われてきている。

（3）木質材料
　サスティナブル社会を構成する材料として木質系
材料の利活用が、国の施策として展開推進されてい
る。ある規模以上の建物の柱、梁といった構造部材に
は、火災時に避難が完了するまでに崩壊しないという
一定時間の耐火性が求められるが、内部の構成を工夫

したもので 1 時間耐火の認定を得た耐火集成材が開発
され、火に弱いというイメージで戸建て住宅などの
小規模な建築に限られてきた木質構造材も、低層の
ビル建築へ適用拡大が図られつつある（図６）。さら
に、LVL（Laminated Veneer Lumber）、CLT（Cross 
Laminated Timber）といった構造用にも使用される
積層木質板を用いた耐震補強部材も適用されるように
なり、日本人になじみの深い木質材料が使いやすくな
る方向にある。

　4.2　仕上げ材料他
　構造材料以外の建築材料としては、適用形態（表面
材、下地材）、適用部位（外装材、内装材）、材料組成

（無機系、有機系、金属系、木質系）、施工時形状（現
場で施工する不定形材料、工場で成形されたものを取
り付ける定形材料）等の分類の違いがあるが、ここで

図４　コンクリートの高強度化の変遷

図５　環境対応型セメント

図６　耐火集成材
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は、適用部位ごとに、各材料の現状等を述べていくこ
とにする。

（1）外装材
　外部で使用される外装材には、まず、高耐久化が求
められている。これまでは、経年で補修・改修、更新
するという前提で扱われ、10 年程度での更新の繰り
返しも当たり前と考えられてきた材料仕様もあった
が、社会的に LCC 低減の要望も高まり、コストが高
くても寿命の長い材料仕様も建築主に受け入れられる
ようになってきた。そのため、これまであまり長期の
耐久性を期待されていなかった、有機系材料（塗装や
防水材等）においても、従来よりもメンテナンスまで
の期間を長くすることの要求があり、それに対応した
高耐久仕様が出現している。また、外装材自体の耐久
性の他に、日射熱等による表面材自体の挙動や下地の
挙動に対して固定力の耐久性や、短時間に大きな外力
が加わる地震や台風などにより、はく離したり脱落し
たりしない取付工法の信頼性も必要である。外装材と
しての要求性能は要約すると、表面の美観が変化しな
いこと、下地との固定信頼性があることとなる。特に、
後者の要求性能については、経年劣化や地震による損
傷により、落下して第三者への被害が生じることを防
ぐために、建築主が定期的に診断して、健全であるこ
とを報告することの義務が法制化されている。建物を
メンテナンスしながら長く使っていくという流れが、
法整備につながったものと考える。このような、社会
動向の中で、経年でのはく落危険性を長年指摘されて
きながら、なかなか根本的な解決策にたどり着けな
かったモルタルによるタイル張りも、施工後の性能が
安定しているモルタルを使用しないで有機系の弾性材
料を使用する接着剤張りの実績が増えてきており、下
地調整のモルタルも同様の接着剤を使う工法が開発さ
れている（図７）。このように、従来使用してきた材
料から、全く異なる材料へ転換が一気に進む例になる
のではと、今後の経緯が見守られているところである。
　タイル外壁のように定期的に診断して報告する義務
を有する仕上げに対して、仕上塗材は、そのような対
応は不要である。従来は左官系材料の吹付け仕上げが
由来であった仕上塗材は、1980 年代以降、有機系の
厚付材料を用いた模様付きの塗装系仕上げという位置
付けのものが一般化し、コンクリートや ALC 板表面
の比較的安価な仕上げとして集合住宅や戸建て住宅な
どで多用されている。中塗りに弾性を持つ材料を適用
した防水型の仕様は、下地にひび割れが生じた場合で
も、中塗り層が破断しなければ漏水にはつながらない

ので、現場打ちコンクリートのひび割れを被覆する仕
上げとしても、重宝されている。複層塗材の場合、トッ
プコートに塗装材料を用い、塗装材料の持つ低汚染性
等の機能付与もされている。しかし、中塗りの健全性
を確保するためには、経年でトップコートの塗り替え
メンテナンスを必要とする。
　外装の塗装材料は、美観の付与、下地保護の目的で
施工されるものであり、金属下地、セメント系下地、
木質系下地それぞれに対応した仕様がある。塗装仕上
げ自体は、経年での塗替えメンテナンスを前提とした
仕上げであり、下地の劣化が生じないうちに、早めに
塗替えを行うのが一般的であった。しかし、改修手
間の低減につながる仕上げ材料の高耐久化の流れの中
で、20 年以上の耐久性が期待できるとのうたい文句
で常温乾燥型のふっ素樹脂系塗料が登場し、1980 年
代半ばに建築に適用された。その後、アクリルシリコ
ン樹脂系塗料なども加わった高耐候性塗料として、高
級な建築の仕上げとしての位置づけを確立してきた。
先駆けとなった常温乾燥型ふっ素樹脂系塗料は現在、
30 年経過後の状況が評価されている段階にあるので、
当初想定された劣化形態との相違が明確にされ、新た
な技術開発につながることを期待するものである。ま
た、塗料の高耐久化は、従来の塗料が劣化してチョー
キングするので汚れが残留しなかったのに対して、劣
化が少なく、汚れの付着が目立つという副作用の状況
が生じた。そのため、低汚染性という要求性能が塗料
の基本性能として新たに加えられ、対応した仕様がす
でに一般化している。低汚染性塗料が一般化した後の、
塗料の新たな機能としては、省エネ効果を狙った遮
熱性が挙げられる（図８）。高日射反射率塗料として
JIS 規格も制定され、評価方法の標準化がされている。

図７　有機系接着剤による高耐久外装タイル張り工法

図８　高日射反射率塗料の評価例（初期の明度と反射率の関係）
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巻頭記事

　なお、ここ 10 年ほどで環境対応のための脱溶剤化
が一気に進み、溶剤系塗料は現場では使用しにくく
なっている。しかし、VOC 発生源としては、未だに
塗料からのものが最も多く、工場塗装においても環境
対応、VOC 低減を考慮しなければならないようになっ
てきている（図９）。焼付塗装の下塗りのクロムフリー
化も併せて、脱溶剤を前提にした粉体塗装の適用など、
金属パネル塗装、サッシ塗装などでの実適用が広がれ
ば、さらに対応が進むものと期待される。そのために
は、粉体塗装においては、従来の焼付塗装と同等の性
能、機能を説明できるデータがそろえて、広い展開を
目指すべきと考える。
　屋上の防水材料は、アスファルト系が主体であった
が、改修工事の増加に伴い、アスファルト溶融釜を使
用しにくい環境となってきており、これに代わって
シート防水や塗膜防水のシェアが拡大している。
　開口部に使用されるガラスに関しては、バブル期
には、単板の熱線反射ガラスを用いた全面ガラスの
シャープな外観のビルが多く建てられたが、現在はそ
れほど意匠的には流行していない。ガラス開口部では、
外部からの光の導入や熱収支を考えた省エネを目的と
して、フロート複層ガラスや Low-E 複層ガラスを採

用する例、ダブルスキンにして間の空間で気流を用い
て省エネ効果を高める例、外部に日射遮蔽ルーバーを
設ける例等が増えてきている。

（2）内装材
　内装仕上げに関係する材料は、床、壁、天井の仕上
げに使用される天井、壁のボード類、成形床材、塗床
等がある。内装に関しては、建築基準法でシックハウ
ス対策を義務化され、内装塗料や接着剤、塗床材な
どに含まれるホルムアルデヒド類が排除される仕様に
なったことが大きく変化したことである。また、東日
本大震災で、構造躯体の地震被害は少なかったものの、
天井や内壁が崩落して、生活や業務の継続に支障をき
たした例が多く報告されたため、天井の耐震性向上に
注目が集まっている。ある規模の天井には、耐震性を
確保するための方策が義務付けられているが、それ以
外の天井の扱いは、あまり明確にはされておらず、的
確な規制制度や信頼できる対応技術の開発が期待され
ている。
　断熱材については、国土交通省の省エネ基準の改定
に伴い、従来よりも断熱性能の向上が求められ、寒冷
地では確実な断熱材の厚さの確保が必須となった。ま
た、断熱材自体の環境対応として、脱フロン対策が進
められ、材料の構成が大きく変わっている。
　鉄骨の耐火被覆は、火災時の鉄骨の温度上昇抑制の
目的で使用されるセメントペーストと繊維の吹き付け
材であるが、過去にはアスベストが使用されており、
建物改修時や解体時のその処分を適正に行う必要があ
る。現在では代替品繊維の使用に切り替わり、健康上
の問題は発生しないし、耐火被覆の他にも耐火ボード
張り、ブランケット張り、耐火塗料等の他の形態のも
のも使用されている。
　このように、環境対応性や人体への安全性の観点か
らの法規制により、材料の組成変更を余儀なくされた
材料があり、今後も新たな対応を迫られる場合を予見
するために、日々、アンテナを張り巡らせる必要があ
る。

５．おわりに
　建築に使用される材料は、情報化社会や電子産業の
発展と比べて、法的規制や環境対応要請等の制約条件
ができる他は、急激に変わる状況がなく、一般の方か
らはなかなか変化がわかりづらいと思われる。この
20 年を振り返っても、建築材料に関連した新しい技
術の浸透は、かなりゆっくりとしたものである。今回
改めて、建築で使われる材料が近年どのような変化の
経緯をたどってきたか、今後どのような方向へ変わっ
ていくのかを、ゼネコンの視点から示してみた。パウ
ダーコーティングに関係する内容は、現状ではわずか
であるが、これからの発展展開は十分見込めると考え
ている。参考にしていただき、優れた性能の材料開発
にお役にたてることを願う。

図９	 発生源品目別 VOC 排出量の推計結果（環境省　平成 26
年度揮発性有機化合物排出インベントリ検討会報告書）
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台湾塗料市場を感じる、塗料製造・粉体ラインを視察
台湾企業見学・技術交流会ツアー2015

コーティングメディア

海外視察

　日本パウダーコーティング協同組合は 11 月 25 日～
28 日の４日間、「台湾企業見学・技術交流会ツアー」
を開催した。コーティングメディア、塗料報知新聞社
が共催。恒例となっている海外視察旅行だが、今年
も昨年に引き続き台湾を訪問した。今回は台湾塗料工
業会及びプラスチック工業技術センターとの交流セ
ミナーを行い台湾の塗料市場動向を学ぶと伴に塗料
メーカーの製造現場を見学した。また、粉体塗装関連
では自転車メーカーの粉体塗装ラインを視察した。

【初日】
　台湾の台北市に到着後に国立歴史博物館を観光し
た。国立歴史博物館は 1955 年設立、台湾で最初の国
立博物館。「教育部より戦後日本国から返還された文
化財の寄贈を受けたり、また戦前、台湾に運ばれて来
た元河南省立博物館の文化財などを所蔵」（パンフレッ
トより）。その後に台中市に移動した。

【２日目】
　台湾區塗料工業同業公会（台湾塗料工業会）、財團
法人塑膠工業技術發展中心（プラスチック工業技術セ
ンター）との技術交流会を実施した。
　技術交流セミナーでは台湾塗料工業会の張徳雄理事
長らが台湾の塗料市場動向について紹介した。
　1952 年に設立した台湾塗料工業会は現在、会員 130
社、賛助会員 25 社で構成されている。会員となって
いる塗料メーカーは 130 社だが、会員以外には数人規
模のメーカーもあり、それらを合わせると台湾国内に
は約 200 社の塗料メーカーが存在するという。なお、
国内トップはレインボーペイントで売上高は約 60 億
元（240 億円）、従業員数は 600 人ほど。
　同会では 1982 年には試験室を設置し各種試験設備
により塗料の試験なども行っている。台湾工業規格

（CNS）、JIS、ISO、ASTM（アメリカ試験材料）など
グローバル規格の基準試験にも対応できる体制を整え
ており、試験・検査機関としての機能も兼ねる。2005

写真１　技術交流会セミナー風景

写真２　台湾塗料工業・張徳雄理事長

写真３　竹内学氏（茨城大学名誉教授）が講演

写真４　福田良介専務理事が粉体塗料市場を解説
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年には台湾認定機関 TAF の認証を受けた。

44万トン・1,400億円
建築内装が70％

　台湾の塗料市場を見ると、リーマンショックの影響
から 2009 年の塗料生産量は約 36 万トンと落ち込んだ
ものの、近年では回復傾向が見られ 2014 年は約 44 万
トンとなっている。金額ベースでは、2014 年の販売
金額は 1,241Million USD（約 1,400 億円）となっている。
　需要分野としては建築塗料が最も多く「約 70％」（同
会）を占めておりそのほとんどが内装向け。台湾の町
では戸建住宅は少なく集合住宅で暮らしているケース
が大半で、その多くはタイル仕上げとなっている。塗
装仕上げは少ないため、外装リフォームという考えが
根付いていない。「外装を塗り替える費用があるなら、
その分を新築マンションの購入費に当てる」（地元の
ガイド）との考えが多いという。
　ただ、地震の多い台湾ではマンションのタイル剥落
は問題となっていることもあり、台湾塗料工業会とし
ては政府に対して塗り替えリフォームの推進を提案。
塗装の需要創造に取り組んでいる。
　また、2014 年の塗料輸出量は 1 万 9,000 トンあるの
に対して輸入量は 9,700 トンに留まる。人口約 2,300
万人の台湾では内需成長が期待できず、中国をはじめ
として国外に成長の活路を見出す動きが見える。台湾
の強みと見るのが「中国のネットワークと勤勉な文化」

（同会）であり、中国をはじめとした世界市場を成長
のチャンスと捉えている。ただ、「原料価格の高騰と
グローバルメーカーとの競合は脅威」との見方を示し、
グローバルで勝つ成長戦略を狙う。
　同会では「世界市場でのマーケティングイノベー
ションやサプライチェーンを強化すると同時に、環境、
省エネ、エコの製品開発を進めることでグローバル競
争力向上を目指す」方向だ。
　また、交流会セミナーでは竹内学氏（茨城大学名誉
教授）が「微粒子の静電気応用技術」と題する講演を
行った。竹内氏は静電気の発生機構に始まり、静電粉
体塗装（コロナ、トリボ）について図を用いながら分
かりやすく解説した。その他、プラスチック工業技術
センターからは炭素繊維複合材料に関する講演、日本
パウダーコーティング協同組合の福田良介専務理事か
らは同組合の紹介や日本の粉体塗料市場について解説
が行われた。

【３日目】
　桃園市に移動後、午前は国際造漆股份有限公司（ナ
ショナルペイント）の塗料製造工場を見学、午後は太
平洋自行車（パシフィック自転車）の自転車ミュージ
アム及び粉体塗装ラインを見学した。

売上高８億円、重防食メイン
塗料メーカー・ナショナルペイント

　国際造漆股份有限公司（ナショナルペイント）は
1968 年に創立された塗料メーカー。台湾北西部に位
置する桃園市にある。1998 年に CNS ISO9002 認証、
2002 年 CNS ISO9001 認証、また 2000 年には PPG と
技術協力関係にある。営業品目としては、国内向けに
重防食塗料、建築塗料、防水塗料をメインとし、耐熱
塗料や道路用なども製造、販売している。従業員は
30 人、売上高は約８億円。
　重防食塗料ではジンクリッチペイント、エポキシ樹
脂系、ポリウレタン樹脂系、ふっ素樹脂系などをライ
ンアップ。防水塗料は水性及び溶剤のポリウレタン樹
脂系などを揃える。
　海に囲まれた台湾では台風も多いため、鋼橋では重
防食塗料が仕様されている。日本と同様に、ジンクリッ
チペイント、エポキシ樹脂系で防錆機能を付与して、
ポリウレタン樹脂系で仕上げる仕様（５工程）が主流。
ただここ２年程で耐候性の優れたふっ素樹脂系の採用
も増えているという。
　国の政策により、ポリウレタン樹脂系で 3 年、ふっ
素樹脂系では７年の塗膜保証（変退色、剥離など）が
要求されるという。ただ、「保証がその年数であり、
実際の塗膜物性はそれ以上に持つ」（担当者）という。
　工場の塗料製造棟は少量用（200 ガロン（760 L）
以下）と通常用に分かれており、生産能力はそれぞれ
60 トン / 月と 150 トン / 月。通常用の製造棟は 3 階
建で最上階では原料のプレミックス工程、２階で調色
工程、１階で充填工程を行っており、工程を上から下
にダウンストリーム型で物を運びやすくし作業効率化
を図っている。実際、２階と３階では３名の作業者で
行っている。製造設備はスウェーデン製やスイス製な
どヨーロッパのものを採用している。
　原材料は基本的にはローカル製であり、特殊な材料
については欧州やアメリカから調達している。重防食

写真５　外壁はタイル仕上げが主流 写真６　ナショナルペイント
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塗料がメインということがあり、製造する塗料は３分
の２が溶剤タイプとなっている。橋梁などの鋼構造物
向けを得意とする同社では、特殊塗料などにも注力し
て更なる事業拡大を目指す。

粉体仕上げで高級グレード
自転車メーカー・パシフィックサイクル

　太平洋自行車（パシフィックサイクル）は桃園市に
工場を構える自転車メーカー。1980 年創業。自転車
の委託生産と同時に自社ブランドとしても事業展開し
ている。従業員数は 140 名、売上高は約 18 億円。
　創業当初は委託生産のみを行っていたが、2005 年
頃からオリジナルブランド「BIRDY」「CARRYME」

「IF」「REACH」での事業展開を開始しており、アジ
アだけでなくヨーロッパやアメリカなどグローバルに
展開し多くのファンを獲得している。
　なお、これらのブランドは日本でも展開しており、
横浜市の塗装専業者であるカドワキカラーワークス

（門脇正樹社長）の子会社「ファビタ」が輸入代理店
として販売している。日本では特殊カラーのオーダー
対応もしており、その場合はカドワキカラーワークス
で粉体塗装仕上げを行っている。
　パシフィックサイクルブランドの自転車はすべて折

りたたみタイプであり、価格帯は約９万円～ 20 数万
円の高級グレード。一般的に折りたたみ式自転車はそ
の持ち運び性を重視するが、総経理の林鳴皋氏は「折
りたたみタイプであっても走行性やデザインを重視し
ている」とこだわりを見せることで差別化を図ってい
る。
　塗装ラインは建物の３階フロアーにあり、すぐ近く
にある別工場で３価クロム化成皮膜処理したアルミ部
材をポリッシング→粉体塗装もしくは溶剤塗装→焼付
乾燥との工程を経る。基本的には粉体塗装だが、特殊
なデザイン、例えば塗装→ラベル→塗装→ラベル→塗
装などの場合には溶剤塗装で対応する。その割合は１
割程度という。
　粉体塗装ブースでは２名がハンドガンで塗装。塗装
設備は GEMA 製。膜厚は 200 μm を１コートで確保
している。ラインスピードはその日に塗るもので異な
るというが、見学時では 1.0 m/min であった。粉体塗
料はポリエステル樹脂系の低温硬化タイプ（HAA 硬
化）を使用しており、焼付温度は 150℃の設定。その
理由はラベルを貼る部分があるため、200℃位ではラ
ベルの耐久性が持たないという。
　粉体塗料はタイガードライラック製をメインで使
用。国外からの輸入調達となるが、顧客はヨーロッ
パ系が多いこともあり、色数の豊富なタイガードライ
ラック製が指定されている。

写真７　パシフィックサイクル

写真８　パシフィックサイクル・粉体塗装設備

写真９　パシフィックサイクル・BIRDY

写真10　パシフィックサイクル・ミュージアム
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　焼付乾燥炉は赤外線式を採用しており全長 12 m の
コンパクト設計。以前は昇温時間のかかる熱風乾燥式
であったため乾燥炉は長かった。そのため、炉内が長
いことや風が舞うことによるゴミブツ問題が深刻であ
り、不良率は 50％となっていた。その場合、全剥離
からのリコートとなるので効率が悪かった。そこで、
赤外線式にしてコンパクト化、その影響もあり不良率
は 5％までに下がった。
　ブランディング力に注力する同社では自転車
ミュージアムを併設。そこには自社ブランドの自転車
が並ぶだけでなく、自転車の歴史が分かるように古い
ものから特殊性の高いものなど数多くの自転車が陳列
されている。また、隣には試走できるスペースも完備。
自転車の普及に向けた取り組みを進める。

【最終日】
　午前は台北市内観光を行い、午後空港へ、帰国。前
日に宿泊したのは台北市内から MRT で 40 分ほどの

写真11　新北投駅周辺

位置にある北投市。温泉地として人気のあるスポット
で、中心地には露天温泉もある。宿泊ホテルには個室
に専用の温泉風呂が完備されており、参加者は旅の疲
れを癒した。
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＊　インタースペース（エンジニアリング事務所）・主宰

思いのままに
（What Comes to My Mind These Days）

“アルフレッド・ベルンハルド・ノベルとノベル賞”
五木田　功＊

エッセイ

1．はじめに
　「Nobel」のスウェーデン語の発音の日本語表記とし
ては「ノベル」が最も近いということですので、本エッ
セイでは「ノベル」と表記します。フル・ネイムは、
Alfred Bernhard Nobel：アルフレッド・ベルンハルド・
ノベルです。

　今年（2015 年）のノベル賞（Nobel Prize）受賞の
日本人は、生理学・医学賞に大村智氏（北里大学・特
別栄誉教授・80 歳）と、物理学賞に梶田隆章氏（東
京大学・宇宙線研究所所長・56 歳）の二人が決まり
ました。
　大村智氏の受賞理由は、寄生虫やマラリアなどに関
する研究に対してということで、梶田隆章氏の受賞理
由は、物質の最小単位である素粒子の一つ・ニュート
リノに質量（重さ）があることを初めて確認した研究
に対してということでした。

　毎年日本では、ノベル賞受賞者発表の時期になると
今年の日本人受賞者はだれか、という話題に花が咲き
ます。
　しかし、ノベル賞の設立を遺言状として残してくれ
た肝心のアルフレッド・ベルンハルド・ノベルという
人については多くを語られていないように思われま
す。私は、このことに不快感を抱き続けて来ました。
しかし、マスメディアその他のメディアに期待ばかり
していても埒

らち

は明かないので、自分で確認したり調べ
たりすることにしました。
　そこで、アルフレッド・ベルンハルド・ノベル自身
に関すること、および、彼が遺言状で残してくれたノ
ベル賞創立に関係することについて、私が知っている
範囲のことと、調べた事柄をお伝えさせて頂こうと思
います。

2．アルフレッド・ベルンハルド・ノベルとい
う人

　2.1　生い立ち
　アルフレッド・ベルンハルド・ノベル（以降はア
ルフレッドと表記）については、発明家（inventor）、
化学者（chemist）、起業家（entrepreneur）、実業家・
産業家（industrialist）、等々、いろいろな表現をされ
ております。それだけ多くのしかも広い活躍をした人
と言えます。

　彼は、スウェーデン・ストックホルムの３階建てア
パートの一室で、1833 年 10 月 21 日に生まれました（写
真１）。未熟児として生まれ、虚弱な体質を一生引き
ずって生きることになります。
　彼は、建築請負師の仕事や発明家の仕事をしていた
父イマニュエル・ノベルと、会計士として働いていた
母アンドリエッテ・アールセルの子として生まれまし
た（写真２）。
　アルフレッドが生まれたとき、彼の家は貧困のどん
底で、父の仕事に不運が訪れたり、事業の失敗により
破産宣告をしなければならなかったりの状態でした。

　父はある機会にロシア人と知りあい、仕事を求める
べくロシアに行くことになりました。
　ロシアのサンクトペテルブルグ※ 1 における仕事が

写真２	 左：アルフレッドの父（イマヌエル・ノベル）、右：ア
ルフレッドの母（アンドリエッテ・ノベル）

写真１	 アルフレッドの生家（1833 年 10 月 21 日、この３階
建てアパートの２階で生まれた（スウェーデン・ストッ
クホルム））
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順調になり、父母、兄弟（アルフレッドを含め３人）
の５人家族はサンクトペテルブルグでの新しい生活を
始めました。父の仕事は、ロシア軍への火薬、地雷、
機雷、等の製造・販売や重工業会社の経営、等でした。
　経済的に余裕ができると父は息子たちへの教育に力
を注ぎ、学校への通学の他に、家庭教師をつけました。
父自身は高等教育が受けられなかったため独学の道を
歩み、苦労しました。
　３人の兄弟に４人の家庭教師をつけました。
　この頃のサンクトペテルブルグでは、経済的に余裕
のある家庭では、子供に家庭教師をつけることが一般
的だったとのことです。
　家庭教師から、言語、歴史、哲学、自然科学、等を
学び、それぞれの家庭教師は、理想を高く持ち独立独
歩で進むこと、勤勉は成功の必須条件、等の考え方を
教え、兄弟は家庭教師の影響を受けて育ちました。
　毎日の家庭教師との勉強は長時間にわたりました。
兄弟の中でアルフレッドは特に優秀でした。学習意欲
が旺盛で、記憶力が抜群、仮説や推論に優れ、独自の
論法を展開したとのことです。
　アルフレッドをはじめ兄弟たちは、いわゆる学歴と
いうことで言えば、〇〇学校卒業というようなものは
ありません。

　2.2　人柄の一面
　成人してから、彼は酒は飲まず、煙草も吸わず、ま
た、衣服は派手ではなくきちんとしてそれなりの服装
をしていた、と言われます（写真３）。
　自らを卑下し謙虚な人でした。また、公の名誉のよ
うなものには興味も関心も示しませんでした。
　しかし、1884 年にスウェーデン王立科学アカデミー

の会員に選ばれたこと、同年にフランス政府からレ
ジオン・ド・ヌール勲章を授与されたこと、および、
1893 年にウプサラ大学（スウェーデン）から名誉学
位を授与されたこと、これらについては素直に受け入
れる気持ちがあったようです。

　音楽には興味を持たなかったようですが、文学には
読者として、また、著者として大きな楽しみを見出し
ていたということです。
　未完成ながら、小説、戯曲、詩、等を書きました。
特に、詩人のパーシー・ビッシェ・シェリー※ 2 の作
品から多くのインスピレイションを得たといいます。
　また、晩年になって、いろいろな平和運動を激励す
ることを通じて世界平和の運動に積極的に関与したと
言われます。
　アルフレッドには、国家的な偏見にとらわれず、世
界を見渡すようなものの見方があったと言われます。
彼を、理想主義者でコスモポリタン（cosmopolitan）
と称する人もおります。
　一方、個人的な幸福には恵まれませんでした。そし
て、引っ込み思案だったり、寂しがり屋だったりとい
う面があったと言われます。生涯独身であったため妻・
子供はおりませんでした。

　2.3　恋
　アルフレッドは生涯で三度、恋をしたと言われます。
初恋は 1851 年、18 歳のとき。相手はパリの薬屋の少
女リヴィ。パリという異国の地で生活をしていた若い
アルフレッドにとって幸福な気持ちになれたようです
が、彼女は病のために亡くなりました。失意の彼は英
文の詩を認

したた

めたと言われます。

　二度目は 1876 年、アルフレッド 42 歳。
　彼は、ダイナマイト事業の成功で経済的に余裕がで
きたことから、ハンブルグの本拠地からパリに事務所
を構えました。この事務所に 1876 年、オーストリア
の伯爵の娘であるベルタ・キンスキーを秘書として雇
いました。
　アルフレッドは、美貌で聡明な彼女に結婚を申し込
みましたが、彼女には婚約者がいたこともあり実りま
せんでした。そして、彼女は婚約者のフォン・ズット
ナー男爵と結婚しました。
　その後、僅かな回数彼女と会う機会があり、話しの
中で、彼女が熱心な平和運動家であることや、ノベル
賞のアイディアを勧められました。このとき、彼女は
アルフレッドが大きな資産家になっていることを既に
知っていました。

※ 1	 サンクトペテルブルグ…ロシアでモスクワに次ぐ
大都市。1703 年、ピョートル大帝の築いた都でペ
テルブルグと称し、1914 年ペトログラードと改称。
1918 年までロシア帝国の首都。1924 年レニング
ラードと称し、1991 年サンクトペテルブルグに改
称。機械、造船を中心に工業地帯を形成。

写真３　20 歳頃のアルフレッド
※ 2	 パーシー・ビッシェ・シェリー［Percy Bysshe 

Shelley（1792 ～ 1822）］…強い平和主義の精神
を 持 っ た 詩 人。 キ ー ツ［John  Keats（1795 ～
1821）］、 バ イ ロ ン［George Gordon Byron（1788
～ 1824）］と並んでロマン派の代表的な詩人。シェ
リー、キーツ、バイロンともにイギリスの詩人で、
日本にもファンが多い。
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　三度目は 1876 年・秋。ベルタ・キンスキーが秘書
を辞めて婚約者のフォン・ズットナー男爵と結婚した
後、失意のアルフレッドは、オーストリア・ウイーン
の温泉町バーデンの花売り娘ゾフィ・ヘスと知り合い
ます。
　アルフレッド 43 歳、彼女は 20 歳でした。彼女の身
の上話を聴いたアルフレッドは同情するとともに虜

とりこ

に
なりました。そして、この二人の交際は 18 年間に及
ぶことになります。
　彼女を、パリの豪華な家に住まわせたり、衣類、宝石、
香水、等々を買い与え贅沢な生活をさせました。一方、
彼女の方は次々に金銭的な物を要求し続けるようにな
りました。
　しかし、孤独なアルフレッドは自分の気持ちを述べ
た手紙を多数送り、結果として 218 通（216 通という
資料もあります）にもなりました。
　一方、彼女はハンガリーの騎兵隊大尉との間に
1891 年、女児を出産。アルフレッドは彼女と別れ、
彼女は騎兵隊大尉と結婚しました。

　この話はここで終わらず、アルフレッドの死後、ゾ
フィ・ヘスは、彼の遺言状の執行人の一人であるソー
ルマンに対し 218 通の手紙の買い取りをさせたので
す。
　これらの手紙が残っていたことで、結果としては、
アルフレッドの一面が分かったということにはなりま
したが…。
　これらの手紙は 1955 年からノベル財団により公開
されています。

３．社会人・職業人としての活躍
　家庭教師による勉強やその他の準備が終わると、ア
ルフレッドは兄弟たちと同じく、サンクトペテルブル
グに在る父の会社で働き始めました。
　この会社は、民間用・軍事用の製品を幅広く扱って
おり、特に、クリミア戦争（1853 ～ 1856 年）では利
益を得ました。しかし、クリミア戦後はいくつかの原
因により会社は破産してしまいました。

　アルフレッドは 30 歳の頃、スウェーデンに戻り発
明家的な仕事を始めました。取得した特許だけでも
355 件に及び大発明家と言えます。
　一方、特許の取得に関して順風満帆に進んだわけで
はなく、特許係争があったり、鳶に油揚げをさらわれ
る、という苦い経験も少なくなかったとのことです。

　特許の中身は、有名なダイナマイト（dynamite：
アルフレッドが命名。ギリシャ語で「力」を意味する）
をはじめ、無煙火薬、雷管、等の火薬類の他、化学、
機械、電気、医療品、等々、幅の広いものです。
　発明の内容は上記のように多くの範囲にわたるもの
ですが、主たる発明を強いて挙げますと、雷管（1864
年）、ダイナマイト（1867 年）、ゼラチン状爆薬（1875
年）、無煙火薬（1887 年）、等と言えます。
　特に、ダイナマイトは多くの障害を乗り越えて実用

化に成功し、各国に工場を建設し、鉱山や土木事業、
その他の発展に寄与しました（写真４）。
　なお、アルフレッドは、化学自体やニトログリセリ
ン（ダイナマイトの主成分）の爆発力、その他の基本
について、大学教授や他の有能な人々から教えを受け
る努力をしていました。
　また、アルフレッドは幼い頃から化学について興味
を抱き、子供の一時期通った学校での教科で一番得意
なのは化学だったといいます。

　アルフレッドがダイナマイトを発明した頃は世界的
な発展期であり、各国・各地域で、トンネル工事、鉄
道工事、港湾工事、運河掘削工事、等々、大規模な土
木・建設関係の工事が行われていました。アルフレッ
ドはそれらの需要に応えるべく、各国に工場や事務所
を設立したのです。
　アルフレッドの起業家としての経歴は、爆発物質で
あるニトログリセリンを商品化するという試みからス
タートしました。ストックホルム市のさびれた地区の
小屋で、数人を雇って始めました。
　この小屋が工場として使われていた 1864 年９月、
小屋全体が吹き飛ぶという事故が起こり、アルフレッ
ドの弟・エーミルとその他４人が爆死するという惨事
になりました。

　一方、アルフレッドは多国籍企業経営の先駆者と言
うことができます。母国のスウェーデンはもとより、
ドイツ、ノルウェー、アメリカ、オーストリア、フィ
ンランド、スコットランド、フランス、スペイン、ス
イス、イタリア、ポルトガル、等々の国々に工場、実
験室、事務所、等を設立し、特許取得した製品、その
他の生産と販売の活動を行いました（写真５）。

　アルフレッドが、他の発明家、技術者・研究者と大
きく異なる点の一つは、技術的な創造性と商才を併せ
持っていることだと言えます。彼は、優れた発明家・
技術者であると同時に優れた起業家・実業家でもあっ
たのです。
　なお、アルフレッドが設立した会社で現存している
会社がいくつかあります。

写真４　アルフレッドの製品の一つ（ダイナマイトと導火線）
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　多国籍企業の経営者としてのアルフレッドを知るう
えで興味深い次のような話があります。
　多くの工場、事務所、等との連絡を行う手段の第一
は手紙でした。彼は、毎日のように何時間も机に向かっ
て手紙に対応したと言います。
　例えば、1893 年のある日、57 通の手紙と 10 通の電
報に対応したという記録があります。少なくとも、毎
日 20 通から 30 通の手紙に対応するのは普通だったよ
うです。
　しかも言葉は、スウェーデン語、ロシア語、ドイツ
語、フランス語、英語の５か国語で、同じような内容
で正確に書くことができたと言います。アルフレッド
のこのようなビジネス通信が数千通現存しているとの
ことです。
　当然のことながら、手紙だけでは対応が不十分なた
め各所へ出向くわけですが、特急列車でも平均時速は
70（km）、また、ホテルに宿泊しなければならず、時
間を要することは勿論、体が疲

ひ ろ う

労困
こんぱい

憊だったとのこと
です（写真６、７）。
　秘書を雇うということは当然考えられたわけです
が、彼は、自分がやっている仕事は専門技術の関係、
契約、特許対応、法的業務、等々と幅が広く、また、
専門性も高いため、他人に任せられない仕事だと考え
ていたようです。
　また、秘書に対する条件として、速記ができること、
スウェーデン語、ドイツ語、フランス語、英語で完璧
にタイプが打てること、等を要求していたとのことで、
アルフレッドの要求に合う秘書はなかなか見つからな
かったのでしょう。

　ここで、アルフレッドの人生の矛盾について触れた
いと思います。
　ダイナマイトもその後に発明した爆薬も、アルフ
レッドは平和的事業に用いる積りでいました。
　上記したようなトンネル工事、鉄道工事、港湾工事、
運河掘削、等々、土木・建設関係に使用されただけな
ら結構なのですが、そうはなりませんでした。爆発物
質ですから当然、破壊力や殺傷力があります。
　そこで、戦争・戦いの武器としても使われました。
諸外国で多く使われましたが、卑近な例を挙げますと、

日本の日清戦争（1894 ～ 95 年）で、アルフレッドが
関係した無煙火薬※ 3 が使われました。
　アルフレッドは、一生涯戦争を憎み「戦争は惨事の
最たるもので、あらゆる犯罪の筆頭」と言っていたと
のことです。が、彼自身、武器生産への関与もしてい
ました。世界の情勢は、アルフレッドの思いのように
は進みませんでした。

　アルフレッドを評する別の話を紹介します。
　1888 年、フランスのカンヌを訪れていたアルフレッ
ドの兄（次男）リュドビック・ノベルが死去しました。
これを、フランスの新聞がアルフレッドの死と間違え
て、「死の商人死す（The merchant of death is dead）」
という見出しで報じました。
　見出しだけでなく内容も、彼のダイナマイトや爆薬
関係の発明・仕事に関して、「短時間でかつて無いほ
ど大勢の人間を殺害する方法を発見、それによって巨

写真５　イタリア　サン・レモの実験室の一部

写真７	 アルフレッドの旅行かばん（インク、食器、筆記用具
などが入っている）

写真６	 アルフレッドの筆記用具、旅行用コピーブック、名刺
ケース、クリップなど

※ 3	 当時の日本海軍は吉野という新鋭艦をイギリスか
ら輸入し、これに使用する火薬としてイギリスの
正式火薬に採用されていた無煙火薬を使用した。
この無煙火薬に関して、アルフレッドとイギリ
ス人化学者・アーベル（Sir Frederick Augustus 
Abel・1827 ～ 1902 年）との関係で特許係争が起
こされたが、1895 年・アルフレッドは敗訴の判決
を受けた。
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万の富を築いた」というような趣旨のことが掲載され
ました。
　アルフレッド自身この記事を読んだのですが、どう
感じたでしょうか…。大きな衝撃と同時に、自身の死
後のこと（評価）を考えたはずです。
 
４．遺言状そしてノベル賞の創立
　アルフレッドは遺言状を３通書きました。１通目は
1889 年、２通目は 1893 年、３通目（最終版）は 1895
年 11 月 27 日にパリで書かれました。それを、1896
年の夏、アルフレッドがストックホルム・エンシルダ
銀行に保管しました。
　これが遺言状として有効になっているものです（写
真８）。
　この遺言状は、その内容を実施するには不備な点が
非常に多い書き方になっていて、後日、その内容を遂
行することに関与した人たちは実に多くの困難や労苦
があったとのことです。
　アルフレッドの頭の中には、遺言状の書き方その他
について弁護士に相談するということは当然あったの
ですが、彼は、特許に関する係争その他で弁護士と関
係を持った経験から、弁護士について強い違和感・不
信感を持っていました。そのため、結果的に、遺言状
は自身だけで書くことになりました。つまり、遺言状
は法律の専門家が関与せずに書かれたのです。

　遺言状の要旨は次の通りです。
　内容は２つに分かれ、一つは、ノベル賞（遺言状に
はノベル賞というような賞の名前の記載はありませ
ん）の創立に関することで、主なポイントは、次の通
りです。

「資産は、遺言執行人によって安全確実な有価証券に

替え、それを元に基金を設立し、その年利を賞として、
前年に人類に対して最も偉大なる貢献をした人物に授
与するものとする。利子は５等分する。
　その一部は、物理学の分野において最も重要な発見
又は発明をした人物に贈られ、一部は、最も重要な化
学上の発見または進歩を果たした人物に贈られ、一部
は、生理学または医学の分野において最も重要な発見
をした人物に贈られ、一部は、最も理想的な傾向の文
学上の傑作を創作した人物に贈られ、一部は、国家間
の友好および武器兵器の廃棄削減あるいは平和会議の
開催および推進について最高または最善の行動をした
人物に贈られるものとする。
　物理学賞および化学賞はスウェーデン科学アカデ
ミーより授与され、生理学・医学の分野で業績を上げ
た者にはストックホルムのカロリンスカ研究所より授
与され、文学賞はストックホルムのアカデミーより授
与され、そして、平和を推進した者にはノルウェー議
会によって選出された５名の委員からなる委員会によ
り授与されるものとする。
　いずれの賞も、国籍は問わず、スカンジナビア出身
か否かにかかわらず、最も価値ある者に与えられるこ
とを切望する」
と書かれております。

　もう一つの内容は、アルフレッドと関係を持った個
人に対して遺産を与える内容です。
　各人宛の金額が記載されていますがそれは省くとし
て、それらの個人は、アルフレッドの甥

おい

、親しい友人、
若手の作家、召使、家政婦、庭師、実験所の従業員、
郵便局員、等々です。

　アルフレッドは、親類縁者が自分の資産に関心を持
つことに常に反発を感じ、疑いの念を抱いていました。
そのような浅ましい考えは彼の理想とは正反対のもの
でした。

　そして、この遺言状の最後に、遺言執行人として２
人のスウェーデン人技術者、ラグナル・スールマンと
ルドルフ・リリェクイストが指名されています。

　なお、６つ目の賞である経済学賞は、1968 年・ス
ウェーデン国立銀行によって設立されたもので、1969
年から授賞が開始され、スウェーデン科学アカデミー
が賞の授与に当っています。

　遺言状は、1897 年１月２日付のスウェーデン新聞
に公開されましたが、賛否両論があちこちから上がっ
たとのことです。意外なことに、アルフレッドの身内
からの批判が最も激しいものだったということです。

　遺言状の執行については実に微妙な問題が多く、関
係者間で複雑な話し合いが何度も重ねられました。
　そのような状況の中で、アルフレッドの甥

おい

であるエ
マニュエル・ノベルの協力無くしてはノベル財団の創
設をはじめ、何もかも台無しになる可能性さえありま写真８　アルフレッド直筆の遺言状の一部
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した。エマニュエルは、私欲に流されず、信念に基づ
いて行動し、立派な態度だったとのことです。

　実に多くの難産を経て、ノベルの遺志に従って
1901 年に最初のノベル賞が授与されるまでには５年
という期間を要しました。
　最初のノベル賞が授与された日・1901 年 12 月 10
日はノベルの５回目の命日に当ります。以後、授賞式
はこの命日に行われています。

　現在の賞と授与機関をまとめますと次のように
なっています。
　物理学賞・化学賞・経済学賞の授与機関はスウェー
デン王立科学アカデミー、生理学または医学賞はカロ
リンスカ医学研究所、文学賞はスウェーデン・アカデ
ミー、平和賞はノルウエー国会・ノベル委員会、とい
うことです。

　また、ノベルの遺言状に基づいて創立されたノベル
財団は、基金の法的所有者で運営管理者でもあります
が、４つのノベル賞授与機関を結びつける管理体とし
ての役割を果たします。但し、賞の審査や決定には関
与せず、選考は授与機関によって行われます。なお、
審議内容や評決、等は公開されません。
　最終決定は 11 月 15 日までに終了します。

　賞は個人に対して授与され、国籍、人種、宗教、イ
デオロギーにかかわらず、全ての人に門戸を開いてい
ます。
　また、平和賞のみは個人以外に組織や機関も対象に
なります。
　受賞者には、金メダル、賞状および賞金が授与され
ますが、賞金額は基金の収益に左右されます。

　授賞の基本原則はノベルの遺言状に基づいています
が、1900 年に、その解釈と適用に関する補助規則に
ついて、遺言執行人、授与機関およびノベル家関係者
との間で協議・決定されました。

５．アルフレッドの最後
　1896 年 12 月７日、イタリアのサン・レモでアルフ
レッドは親しい友人に手紙を書いていました。
　書き終えて１時間も経たないうちに、アルフレッド
は発作に見舞われました。召使のアウグスト・オスワ
ルドが倒れたアルフレッドを２階の寝室に運び込み、
医師を呼びました。イタリア人の医師は脳溢血と診断
しました。
　アルフレッドは必死に何かを話そうとしていたらし
いのですが、はっきりとは聴き取れず、「電報」と叫
んでいるようだったので、アウグスト・オスワルドは、
とにかく、３人に電報を打ったということです。その
３人とは、アルフレッドの甥のヤルマーとエマニュエ
ル、そして、ソールマンでしたが、誰一人死に際には
間に合いませんでした。枕元に居たのは召使のアウグ
スト・オスワルド一人でした。

　1896 年 12 月 10 日の朝、アルフレッドは永遠の眠
りにつきました。享年 63 歳でした（写真９）。

　アルフレッドの葬儀は、ストックホルムでは希
まれ

に見
る大掛かりな儀式になりました。オペラ歌手がレクイ
エムを歌い、また、葬列は馬車 40 台から成り、墓地
の火葬場への道には何千人もの人垣ができ、参列者で
溢れたということです。

６．おわりに
　かなり以前からノベル賞は世界的に価値の高い賞と
して定着しておりますが、第１回目の受賞を含めて初
めの段階では、受賞者が必ずしも喜んでいたばかりで
はなかったという事実がありました。
　ノベル賞に関係する多くの方々の尽力により今日の
しっかりした位置付けが成されたわけです。
　また、ノベル自身の人生は光の部分と影の部分が
あったと言えます。
　この拙文が、改めて、ノベル賞についての縁

よすが

になれ
ば幸いです。
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